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フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
ル
イ
・
ジ
ャ
ン
・
デ
プ
レ
の
素
描
を
元

に
、
イ
タ
リ
ア
人
版
画
家
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
が

彫
版
し
、
手
彩
色
を
施
し
た
一
点
。
主
題
は
、
南
イ
タ
リ
ア
の

港
湾
都
市
ポ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
に
現
存
す
る
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の

市
場
と
そ
の
建
物
跡
で
あ
る
。
一
七
五
〇
年
代
の
発
掘
で
、
エ

ジ
プ
ト
の
神
セ
ラ
ピ
ス
の
彫
像
が
出
土
し
た
た
め
、
こ
の
遺
構

は
長
ら
く
セ
ラ
ピ
ス
神
殿
の
跡
と
誤
認
さ
れ
て
き
た
。
南
イ
タ

リ
ア
の
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
、
画
面
左
に
そ
び
え
る
巨
大
な

円
柱
を
指
さ
し
な
が
ら
議
論
す
る
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
（
英
国

貴
族
の
子
弟
ら
に
よ
る
、
学
業
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
旅
行
）

の
旅
行
者
た
ち
を
中
央
に
据
え
、
ポ
ン
ペ
イ
な
ど
の
遺
跡
発
掘

か
ら
始
ま
っ
た
当
時
の
考
古
学
熱
へ
の
高
ま
り
を
表
現
し
た
作

品
で
あ
る
。

（
上
席
学
芸
員　

南
美
幸
）

ル
イ
・
ジ
ャ
ン
・
デ
プ
レ
（
一
七
四
三—

一
八
〇
四
）、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
（
一
七
五
八
／
五
九—

一
八
一
〇
）

《
ポ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
の
セ
ラ
ピ
ス
神
殿
》

一
七
八
一
年
？

紙
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・
エ
ッ
チ
ン
グ
、
手
彩
色

四
六
・
七
×
六
六
・
二
㎝



T O P I C S

谷
田
で
な
き
ゃ
ヤ
ダ

静
岡
県
立
美
術
館
の
40
年
を
振
り
返
る
1

館
長
　
木
下
直
之

　

当
館
の
所
在
地
は
静
岡
市
駿
河
区
谷
田
で

あ
る
。
な
ぜ
、
谷
田
に
あ
る
の
か
を
考
え
る

う
ち
に
、
親
父
ギ
ャ
グ
を
抑
え
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
悪
い
癖
だ
。
し
か
し
、
本
当
に
「
谷

田
で
な
き
ゃ
ヤ
ダ
」
と
声
を
挙
げ
た
谷
田
の

住
民
が
い
た
の
だ
。

　

一
九
七
九
年
七
月
七
日
に
、
静
岡
市
・
清

水
市
谷
田
住
民
は
「
静
岡
県
文
化
セ
ン
タ
ー

内
文
化
施
設
に
関
す
る
要
望
書
」
を
県
教
育

長
に
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
私
達
が
県

の
要
請
に
よ
り
用
地
買
収
に
協
力
し
た
最
大

の
原
因
は
図
書
館
、
美
術
博
物
館
、
音
楽
堂

と
園
地
で
構
成
す
る
理
想
的
な
文
化
施
設
計

画
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
あ
る
。

　

こ
の
年
の
一
月
に
、
県
は
県
議
会
開
設
百

年
記
念
事
業
と
し
て
美
術
博
物
館
の
建
設
を

決
定
し
た
。
そ
れ
が
駿
府
城
内
に
建
て
ら
れ

そ
う
だ
と
い
う
報
道
に
接
し
、
驚
い
た
谷
田

住
民
は
約
束
が
違
う
と
異
議
を
申
し
立
て

た
。
谷
田
に
図
書
館
、
美
術
館
（
す
ぐ
に
美

術
博
物
館
と
変
わ
る
）、
音
楽
堂
、
体
育
館

か
ら
成
る
文
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
構
想

は
、
早
く
も
六
三
年
六
月
に
斎
藤
寿
夫
知
事

が
公
表
（「
建
設
趣
意
書
」）、
七
〇
年
四
月

に
は
県
立
中
央
図
書
館
が
開
館
し
た
も
の

の
、
あ
と
が
続
か
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

　

県
の
論
理
で
は
、
新
た
な
美
術
博
物
館
は

あ
く
ま
で
も
百
年
記
念
事
業
で
あ
り
、
文
化

セ
ン
タ
ー
構
想
と
は
別
も
の
で
あ
る
。
八
〇

年
七
月
一
日
に
、
建
設
計
画
委
員
会
が
教
育

長
に
提
出
し
た
答
申
は
「
建
設
場
所
は
県
の

中
心
地
で
あ
り
、
県
民
が
等
し
く
利
用
で
き

る
利
便
性
の
高
い
場
所
で
、
か
つ
歴
史
的
背

景
の
地
で
あ
る
静
岡
市
駿
府
公
園
内
の
駿
府

会
館
跡
地
が
適
当
で
あ
る
こ
と
」
と
し
た
。

県
は
い
わ
ば「
谷
田
で
は
ヤ
ダ
」と
い
っ
て
一

歩
も
譲
ら
な
か
っ
た
が
、
着
工
直
前
に
建
設

予
定
地
か
ら
中
世
の
遺
構
が
見
つ
か
る
と
、

急
転
直
下
、駿
府
城
か
ら
谷
田
に
変
わ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
谷
田

の
地
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
谷
田
は
静

岡
と
清
水
の
両
市
に
ま
た
が
っ
て
い
た
（
合

併
後
の
い
ま
も
な
お
駿
河
区
谷
田
と
清
水
区

谷
田
）。
も
と
も
と
は
谷
田
村
だ
っ
た
が
、

一
八
八
九
年
に
草
薙
村
や
中
之
郷
村
な
ど
と

合
併
し
有
度
村
谷
田
と
な
っ
た
。
ふ
た
つ
の

都
市
に
ま
た
が
る
谷
田
は
い
わ
ば
政
治
的
に

絶
妙
な
位
置
に
あ
り
、
紛
れ
も
な
く
「
県
の

中
心
地
」
で
あ
り
、
な
る
ほ
ど
「
セ
ン
タ
ー
」

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
加
え
て
、
草
薙
神
社

を
有
す
る
有
度
山
（
当
館
も
ま
た
そ
の
山
麓

に
あ
る
）
は
「
歴
史
的
背
景
の
地
」
で
も
あ

る
。
先
の
答
申
で
駿
府
城
内
が
適
当
で
あ
る

と
し
た
根
拠
は
揺
ら
ぐ
。

　

草
薙
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
伝
説
の
地
で
あ
る
。
昨
秋
、
東
京
国
立
近

代
美
術
館
の
「
ハ
ニ
ワ
と
土
偶
の
近
代
」
展

で
中
村
直
人
〈
草
薙
剣
〉
＝
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

像
を
目
に
し
て
驚
い
た
。
そ
れ
が
静
岡
市
立

登
呂
博
物
館
の
所
蔵
だ
っ
た
か
ら
だ
。
な
ぜ

登
呂
に
？

　

四
一
年
の
第
二
八
回
再
興
院
展
に
出
品
さ

れ
た
〈
草
薙
剣
〉
を
静
岡
市
が
譲
り
受
け
、

早
く
も
翌
四
二
年
一
月
に
は
市
長
公
室
に
安

置
さ
れ
た
。
有
度
山
、
あ
る
い
は
東
海
道
を

挟
ん
だ
谷
津
山
に
神
殿
を
造
営
し
、「
東
海

第
一
の
聖
域
を
作
る
」
計
画
が
あ
っ
た
か
ら

だ
（「
読
売
新
聞
」
四
二
年
一
月
二
三
日
）。

企
て
た
の
は
、
四
〇
年
の
静
岡
大
火
の
後
、

静
岡
市
臨
時
復
興
局
長
と
な
っ
た
阿
部
喜
之

丞
で
あ
る
。
阿
部
は
「
こ
の
機
会
に
浅
間
神

社
の
賎
機
山
上
に
は
南
方
征
服
者
山
田
長
政

の
像
を
、
ま
た
谷
津
山
地
内
に
郷
土
史
蹟
を

蒐
集
す
る
歴
史
博
物
館
と
も
言
ふ
べ
き
郷
土

館
を
も
奉
賛
会
で
組
織
し
て
新
設
し
た
い
と

思
つ
て
ゐ
ま
す
」
と
語
っ
た
（「
静
岡
新
聞
」

四
二
年
一
月
二
三
日
）。
こ
の
構
想
は
実
現

せ
ず
、〈
草
薙
剣
〉
は
五
五
年
に
な
っ
て
静

岡
考
古
館
（
七
二
年
か
ら
は
登
呂
博
物
館
）

に
収
蔵
さ
れ
た
（「
ハ
ニ
ワ
と
土
偶
の
近
代
」

展
企
画
者
の
花
井
久
穂
研
究
員
と
登
呂
博
物

館
の
岡
村
渉
館
長
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

当
館
が
谷
田
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
あ
た

り
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
文
化
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
種
の
「
聖
域
」

作
り
だ
か
ら
だ
。
来
年
、
当
館
は
開
館
四
〇

周
年
を
迎
え
る
。開
館
に
至
る
ま
で
に
は
、先

人
た
ち
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
努
力
が
あ
り
、

そ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
き
た
。文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
以
来
、

館
の
名
称
は
、
美
術
館
、
美
術
館
（
兼
博
物

館
）、県
立
博
物
館
、総
合
博
物
館
、美
術
博
物

館
と
二
転
三
転
し
た
。
来
春
の
展
覧
会
に
向

け
て
、四
回
に
わ
た
り
、当
館
の
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
を
展
望
し
て
み
た
い
。
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E X H I B I T I O N

ブルックリン博物館蔵　特別展

古代エジプト
2025年４月19日（土）～６月15日（日）

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
が
人
々
を
惹
き
つ
け

る
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
当
館

収
蔵
品
の
作
者
で
言
え
ば
、ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
（
一
七
二
〇

～
一
七
七
八
年
）
や
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ

テ
ィ
ス
タ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
（
一
六
九
六
～
一

七
七
〇
年
）
ら
の
作
品
に
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

等
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

十
八
世
紀
の
鑑
賞
者
に
と
っ
て
も
、
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
魅
力
を
放
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
館
と
し
て
は
四
年
ぶ
り
に
開
催

す
る
こ
の
エ
ジ
プ
ト
展
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
博
物
館
か
ら
、
選
り
す

ぐ
り
の
作
品
約
一
五
〇
点
を
ご
覧
頂
き
ま

し
ょ
う
。
石
碑
、
宝
飾
品
や
パ
ピ
ル
ス
、
棺
、

そ
し
て
人
間
や
猫
の
ミ
イ
ラ
な
ど
、
米
国
内

で
も
指
折
り
と
云
わ
れ
る
エ
ジ
プ
ト
コ
レ
ク

《神官ホル（ホルス）のカルトナージュとミイラ（部分）》　
前760 ～前558年頃
いずれもブルックリン博物館蔵 Photo: Brooklyn Museum

《ネコの棺とミイラ》　前664 ～前332年

セ
カ
ン
ド
・
ス
テ
ー
ジ
「
フ
ァ
ラ
オ
の

実
像
を
解
明
せ
よ
！
」
で
は
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
時
代
」「
記
念
建
造
物
と
神
官
」「
フ
ァ
ラ

オ
の
象
徴
」「
一
五
〇
〇
柱
の
神
々
」
等
の

テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
君
臨

し
て
い
た
王
の
実
像
を
ご
覧
下
さ
い
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
「
死
後
の
世

界
の
門
を
た
た
け
！
」
で
は
、「
来
世
の
入

口
」「
多
彩
な
副
葬
品
」「
オ
シ
リ
ス
信
仰
」」

等
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人

の
信
仰
、
そ
こ
に
必
須
だ
っ
た
ミ
イ
ラ
に
つ

い
て
知
っ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
世
界
最
古
の
葬
送
文
書
と
呼
ば
れ

る
「
死
者
の
書
」
の
発
音
を
再
現
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
、
会
場
に
流
れ
る
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
呪
文
を
聴
き
な
が
ら
、
人
間
や
猫
の
ミ
イ

ラ
、木
棺
を
ご
鑑
賞
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
会
場
で
ご
覧
頂
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

や
そ
の
内
部
の
映
像
は
、
名
古
屋
大
学
と

ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ャ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同

調
査
に
よ
る
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ク
エ
ス
ト
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ

る
案
内
人
・
本
展
の
監
修
者
、
河
江
肖ゆ

き

剰の
り

氏
（
名
古
屋
大
学
デ
ジ
タ
ル
人
文
社
会
科
学

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
）
は
、
二
〇
一
六

年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

協
会
の
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
ー
に
選
出
さ
れ
た
、
気
鋭
の
エ
ジ
プ
ト
学

者
。
開
幕
日
の
四
月
十
九
日
㈯
に
は
、
こ
の

河
江
氏
の
講
座
の
後
、
閉
館
後
の
展
覧
会
を

貸
し
切
り
状
態
で
ご
覧
頂
く
、「
河
江
肖
剰

プ
レ
ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
」
を
開
催
。
限
定
一
〇

〇
名
様
に
の
み
お
入
り
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
暮
ら
し
や
信
仰

に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
知
っ
て
頂
く
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。

（
上
席
学
芸
員　

新
田
建
史
）

シ
ョ
ン
の
精
華
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
暮
ら
し
や
信
仰
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
建
設
さ

れ
た
の
か
、
ミ
イ
ラ
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

た
の
か
…
…
こ
う
い
っ
た
事
柄
は
こ
れ
ま
で

の
展
覧
会
で
も
、
展
示
品
を
通
し
て
紹
介
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
実
感
す
る
に

は
な
か
な
か
至
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
小
テ
ー
マ

を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
細
か
く
掘

り
下
げ
て
い
き
な
が
ら
、
お
客
様
に
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
世
界
を
ク
エ
ス
ト
し
て
頂
く
、
と

い
う
趣
向
で
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ー
ジ
「
古
代
エ
ジ

プ
ト
人
の
謎
を
解
け
！
」
で
は
、「
書
記
に

な
れ
！
」「
古
代
の
衣
食
住
」「
大
い
な
る
ナ

イ
ル
の
恵
み
」「
出
産
と
子
育
て
」
等
々
の

テ
ー
マ
を
設
け
て
、
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
古

代
エ
ジ
プ
ト
人
の
生
活
に
迫
り
ま
す
。
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狩野探信守政《雑画貼交屏風》（部分）江戸時代（17－18世紀）

ケル＝グザヴィエ・ルーセル《サン=トロペの海景》　1903－06年頃

栗原忠二《ヴェニスの港》制作年代不明

新収蔵 品 紹 介

　

開
館
以
来
、
当
館
で
は
十
七
世
紀
以
降
の

東
西
の
風
景
画
、
静
岡
県
ゆ
か
り
の
作
品
、

国
内
外
の
現
代
美
術
な
ど
の
収
集
方
針
に
基

づ
き
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
拡
充
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度
は
、
購
入
・
寄
贈

に
よ
り
新
た
に
九
二
件
の
作
品
を
収
蔵
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

［
日
本
画
］

　

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
幅
広
い
時
代

の
作
品
が
新
た
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈

品
は
、近
代
南
画
界
の
重
鎮
・
松
林
桂
月
（
一

八
七
六
～
一
九
六
三
）
の
《
松
竹
梅
》、
教

育
者
と
し
て
も
現
代
の
芸
術
界
の
発
展
に
寄

与
し
た
平
山
郁
夫（
一
九
三
〇
～
二
〇
〇
九
）

晩
年
の
作
《
祇
園
祭
》、
そ
し
て
、
榛
原
郡

吉
田
町
の
生
ま
れ
で
、
多
摩
美
術
大
学
な
ど

で
教
授
を
務
め
た
八
木
幾
朗（
一
九
五
五
～
）

の
初
期
の
代
表
作
《
グ
ダ
ン
ス
ク
》
と
、
富

士
山
を
主
題
と
す
る
《
朝
を
む
か
え
る
富

士
》、
以
上
四
件
で
す
。

　

購
入
作
品
は
、
開
館
以
来
収
集
を
続
け
て

き
た
狩
野
派
の
作
品
で
、狩
野
探
幽
の
息
子
・

狩
野
探
信
守
政
（
一
六
五
三
～
一
七
一
八
）

筆
《
雑
画
貼
交
屏
風
》
で
す
。
い
ず
れ
も
各

画
家
の
作
風
を
よ
く
示
す
代
表
作
で
あ
り
、

今
後
展
覧
会
や
研
究
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

（
主
任
学
芸
員　

薄
田
大
輔
）

［
日
本
洋
画
］

　

日
本
洋
画
で
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
画
家
石

川
欽
一
郎
と
栗
原
忠
二
の
作
品
を
各
一
点
ご

寄
贈
賜
り
ま
し
た
。

　

駿
府
移
住
の
旧
幕
臣
の
子
息
と
し
て
静
岡

に
生
ま
れ
た
石
川
欽
一
郎
は
、
英
国
水
彩
画

を
紹
介
す
る
な
ど
、
日
本
の
水
彩
画
の
発
展

に
寄
与
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
ロ
ン
ド
ン
》
は
一
九
二
二
年
の
ロ
ン
ド
ン

神
や
ニ
ン
フ
な
ど
神
話
主
題
を
描
い
た
牧
歌

的
な
装
飾
画
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ル
ー
セ
ル
は
、
一
九
〇
四
年
と
一
九
〇
六

年
に
サ
ン
＝
ト
ロ
ペ
を
訪
れ
、
新
印
象
主
義

の
画
家
シ
ニ
ャ
ッ
ク
と
交
流
し
、
旅
の
途
上

で
は
セ
ザ
ン
ヌ
と
の
邂
逅
を
得
ま
し
た
。《
サ

ン
＝
ト
ロ
ペ
の
海
景
》
は
、
そ
の
い
ず
れ
か

の
訪
問
時
に
、
同
地
で
描
か
れ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
パ
ス
テ
ル
に
よ
る
素
描
を
多
く
残

し
た
画
家
の
、
ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る
国
内

で
も
貴
重
な
作
例
で
す
。

（
上
席
学
芸
員　

貴
家
映
子
）

新
収
蔵
品
の
紹
介

英
し
、
そ
こ
で
ブ
ラ
ン
グ
ィ
ン
に
師
事
し
ま

し
た
。
栗
原
は
彼
ら
に
縁
の
深
い
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
を
し
ば
し
ば
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
景
色
を
終
生
描
き
続
け
て
い
ま
す
。
茜
色

に
染
ま
る
夕
暮
れ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
港
を

描
い
た
《
ヴ
ェ
ニ
ス
の
港
》
に
は
、
憧
れ
の

世
界
を
追
い
求
め
る
栗
原
の
熱
情
が
映
し
出

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
上
席
学
芸
員　

喜
夛
孝
臣
）

［
西
洋
画
］

　

西
洋
美
術
の
作
品
と
し
て
は
、
素
描
を
一

点
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
者
の
ケ
ル
＝
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ル
ー
セ
ル

は
、
一
九
世
紀
末
の
パ
リ
で
活
躍
し
た
前
衛

芸
術
家
グ
ル
ー
プ
、
ナ
ビ
派
の
一
員
と
し
て

知
ら
れ
る
画
家
で
す
。二
〇
世
紀
前
半
に
は
、

理
想
化
さ
れ
た
実
在
の
風
景
の
な
か
に
、
牧

滞
在
時
の
光
景
を
描

い
た
と
思
わ
れ
る
作

品
。
褐
色
の
紙
地
を

使
う
こ
と
で
、
雨
景

に
柔
ら
か
な
暖
か
み

が
加
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

三
島
市
出
身
の
洋

画
家
栗
原
忠
二
は
巨

匠
タ
ー
ナ
ー
に
憧
れ

て
一
九
一
二
年
に
渡
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小山田二郎《狂女》1954（昭和29）年

竹崎和征《三島》2010（平成22）年

新収蔵品紹介

夫
は
一
九
八
二
年
に
熱
海
市
に
住
ま
い
を
移

し
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
彼
は

芥
川
賞
受
賞
や
陶
芸
制
作
な
ど
、
マ
ル
チ
な

才
能
を
発
揮
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
池

田
の
版
画
と
資
料
あ
わ
せ
て
二
二
点
が
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

写
真
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
た
版
画

作
品
を
発
表
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
版
画
表

現
の
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い
た
木
村
秀
樹

の
版
画
二
点
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
上
席
学
芸
員　

川
谷
承
子

上
席
学
芸
員　

植
松　

篤
）

ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
方
々
（
五
十
音
順
）

伊
藤　
恒
道　
様

長
舩　
知
行　
様

小
長
井　
良
浩　
様

佐
藤　
陽
子　
様

潮
江　
宏
三　
様

鈴
木　
富
榮　
様

エ
レ
ナ
・
ト
ゥ
タ
ッ
チ
コ
ワ　
様

橋
本　
ひ
ろ　
様

牧　
寛
之　
様

増
田　
一
郎　
様

八
木　
幾
朗　
様

ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園
美
術
館
様

株
式
会
社
美
術
著
作
権
セ
ン
タ
ー
様

記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

新
収
蔵
品
展

二
〇
二
五
年
四
月
九
日（
水
）～
六
月
十
五
日（
日
）

※�

現
代
美
術
の
作
品
は
一
部
の
み
の
展
示
と
な
り

ま
す
。

［
現
代
美
術
］

　

現
代
ジ
ャ
ン
ル
で
は
作
品
一
点
を
購
入

し
、
作
品
八
三
件
、
資
料
一
一
点
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
小
山
田
二
郎
《
狂
女
》
は
、
一

九
五
四
年
の
第
七
回
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
出
品
作
で
、
美
術
評
論
家
の
石
子
順
造
旧

蔵
の
油
彩
画
で
す
。
人
物
や
、
背
後
の
構
造

物
に
は
、
幾
何
学
形
態
に
よ
る
キ
ュ
ビ
ズ
ム

風
の
表
現
が
み
ら
れ
、
色
調
、
光
の
描
出
な

ど
も
相
ま
っ
て
幻
想
的
な
世
界
感
が
表
出
さ

れ
て
い
ま
す
。一
九
五
九
年
四
月
に
市
内
で
、

石
子
も
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
「
白
」
と
、
県

水
彩
画
連
盟
が
主
催
し
た
、「
小
山
田
二
郎

個
展
と
講
演
座
談
会
」が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
文
章
か
ら
、
石
子
が
小
山

田
の
批
判
精
神
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
寄
贈
作
品
の
ご
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。

　

長
泉
町
で
活
躍
し
た
ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園

美
術
館
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
二
三
年
）
と
、

分
館
のIZU

�PH
O

T
O

�M
U

SEU
M

（
二
〇

〇
九
～
二
〇
二
三
年
）
は
、
現
代
美
術
や
写

真
の
分
野
で
企
画
性
の
高
い
展
覧
会
を
開
催

し
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
日
本
の
ア
ー
ト
シ

ー
ン
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
二
〇

二
三
年
に
閉
館
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
立
美

術
館
で
は
、
両
館
の
活
動
を
記
憶
に
残
し
、

所
蔵
作
品
を
後
世
に
繋
い
で
い
く
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
考
え
、
六
一
点
の
ご
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
川
内
倫
子
、
長
島
有
里
枝
、
エ

レ
ナ
・
ト
ゥ
タ
ッ
チ
コ
ワ
な
ど
の
作
家
が
ヴ

ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園
美
術
館
で
の
展
覧
会
を
機

に
制
作
し
た
作
品
、
竹
崎
和
征
が
長
泉
に
滞

在
し
三
島
を
描
い
た
作
品
、
戸
谷
成
雄
、
棚

田
康
司
ら
の
「
彫
刻
と
は
何
か
」
と
い
う
問

い
に
基
づ
く
立
体
作
品
、
静
岡
ゆ
か
り
の
持

塚
三
樹
の
絵
画
、
当
館
で
は
初
め
て
の
収
蔵

と
な
る
映
像
に
よ
る
作
品
な
ど
、二
二
名（
内

九
名
が
女
性
、
一
名
を
除
い
て
新
収
蔵
と
な

る
）
の
作
家
に
よ
る
作
品
か
ら
成
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
「
幻
触
」
の
鈴
木
慶
則
に
よ
る

『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
』
二
号
の
原
画
と
版
画
作

品
、
赤
瀬
川
原
平
に
よ
る
『
漫
画
主
義
』
六

号
ポ
ス
タ
ー
は
、
購
入
作
品
と
同
様
、
石
子

旧
蔵
の
作
品
で
す
。《
平
面
に
て
》、《
時
空

変
位
》
は
、「
幻
触
」
メ
ン
バ
ー
飯
田
昭
二
が
、

一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
に
自
己
表
現
を
放
棄

す
る
意
図
で
制
作
し
た
「
幻
触
」
以
後
の
作

品
で
す
。

　

竹
村
京
の《
修
復
さ
れ
た
Ｃ
．Ｍ
．の
１
９
１

６
年
の
睡
蓮
》
は
、
国
立
西
洋
美
術
館
が
所

蔵
す
る
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
《
睡
蓮
、
柳
の
反

映
》
の
欠
損
部
分
を
、
絹
製
の
オ
ー
ガ
ン
ジ

ー
に
絹
糸
で
刺
繍
す
る
こ
と
に
よ
り
想
像
的

に
補
完
し
た
作
品
で
す
。
企
画
展
「
こ
こ
は

未
来
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
眠
る
部
屋
と

な
り
え
て
き
た
か
」（
国
立
西
洋
美
術
館
、

二
〇
二
四
）
へ
の
出
品
作
で
す
。

　

長
船
恒
利
は
、
写
真
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

作
品
、
展
覧
会
企
画
な
ど
幅
広
く
活
動
し
た

作
家
で
す
。ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
長
船
の《
在

る
も
の
》
は
、
作
者
の
主
観
に
よ
ら
ず
、
カ

メ
ラ
を
通
し
て
客
観
的
に
世
界
を
捉
え
た
代

表
的
写
真
作
品
で
す
。

　

版
画
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
池
田
満
寿
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研究 ノ ー ト

　

当
館
が
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
イ
ザ
ベ
イ
に
よ
る
挿
絵

十
七
葉
を
所
蔵
す
る
『
古
き
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ト
レ

ス
ク
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
旅
：
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ

ュ
編
』
の
舞
台
は
、
近
代
地
質
学
の
発
展
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ

る
。
一
七
五
一
年
に
ジ
ャ
ン
＝
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・

ゲ
タ
ー
ル
が
同
地
方
で
の
火
山
活
動
の
痕
跡
を
発

見
し
て
以
来
、
同
じ
フ
ラ
ン
ス
人
の
デ
マ
レ
、
ド

イ
ツ
人
の
ブ
ッ
フ
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
コ
ー
プ
や

ラ
イ
エ
ル
と
い
っ
た
著
名
な
地
質
学
者
が
同
地
で

の
調
査
に
基
づ
く
自
説
を
発
表
し
た1

。本
稿
で
は
、

そ
う
し
た
地
質
学
に
ま
つ
わ
る
知
識
や
歴
史
に
も

目
配
せ
し
な
が
ら
、「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
編
」
の

成
立
背
景
や
、
イ
ザ
ベ
イ
に
よ
る
挿
絵
の
特
徴
を

考
察
し
て
み
た
い2

。

　

ま
ず
、
第
一
巻
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
口
絵
に

着
目
し
よ
う
（
図
1
）。
建
築
の
フ
ァ
サ
ー
ド
を

模
し
た
構
成
の
う
ち
、
中
央
部
分
の
風
景
画
に
つ

い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
建
造
物
の
よ
う
な
こ
の
前
書
き
は
、
ピ
ュ
イ

＝
ド
＝
ド
ー
ム
と
ヴ
レ
ー
の
地
を
豊
か
な
も
の
と

す
る
中
世
の
様
々
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
細
部
や
断

片
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
描
か
れ

る
の
は
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
を
覆
い
尽
く
す

数
々
の
火
山
が
噴
火
す
る
様
子
で
あ
り
、
そ
の
地

下
か
ら
の
炎
の
爆
発
に
包
ま
れ
た
自
然
が
も
た
ら

す
恐
る
べ
き
光
景
で
あ
る
。
ピ
ュ
イ
＝
ド
＝
ド
ー

ム
、
サ
ン
シ
ー
の
頂
、
カ
ン
タ
ル
、
グ
ラ
ヴ
レ
ル
、

ヴ
ォ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
、
モ
ン
＝
オ
ド
ゥ
、
シ
ャ
ン
テ

ュ
ル
グ
と
い
っ
た
山
々
が
溶
岩
を
吐
き
出
し
、
煙

と
灰
に
よ
る
黒
雲
が
空
を
暗
く
す
る
。
こ
れ
ら
火

山
の
炎
が
、
そ
の
山
々
を
源
と
す
る
川
の
一
筋
の

水
面
に
照
り
輝
く
。
こ
の
構
図
に
お
い
て
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
シ
ン
ボ
ル
が
帝
政
ロ
ー
マ
末
期
の
遺

物
の
上
に
配
さ
れ
る
、
両
者
の
同
時
的
な
存
立
が

図1　ジュスタン・テロール、ジャン＝バティスト
＝ジョセフ・ジョランド、テオフィール・フラゴナー
ルの合作による「オーヴェルニュ編」第1巻の口絵
Source gallica.bnf.fr / BnF

著
者
の
一
人
ノ
デ
ィ
エ
の
故
郷
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ

ン
テ
に
つ
づ
い
て
の
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
と
い
う

地
方
の
選
択
と
、
火
山
地
形
へ
の
注
目
の
背
景
に

は
、
こ
う
し
た
科
学
的
関
心
の
高
ま
り
も
挙
げ
ら

れ
よ
う
。

　

口
絵
で
象
徴
的
に
示
さ
れ
た
同
地
方
の
特
色

は
、
イ
ザ
ベ
イ
の
挿
絵
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。火
山
地
形
を
描
い
た《
エ

ダ
湖
》
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
湖
は
、
現
在

で
は
、
溶
岩
流
が
形
成
し
た
天
然
の
ダ
ム
湖
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
文

中
で
火
山
地
形
と
し
て
の
成
り
立
ち
が
簡
潔
な
が

ら
も
言
及
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
ボ
ン
湖
や
パ
ヴ
ァ

ン
湖
と
は
異
な
り7

、
エ
ダ
湖
に
ま
つ
わ
る
叙
述
の

多
く
が
、
帝
政
ロ
ー
マ
末
期
の
文
学
者
シ
ド
ニ
ウ

ス
・
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
（
四
三
〇

−

四
八
九
）
と
の

関
連
性
に
割
か
れ
て
い
る
。

　

六
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
引
用
さ
れ
る
そ
の
書
簡
に

は
、
自
ら
の
別
荘
ア
ウ
ィ
タ
ク
ム
の
豪
華
な
建
築

や
設
備
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
が
事
細

か
に
記
さ
れ
て
い
る8

。著
者
は
、そ
の
地
形
や
名
前

の
類
似
、近
隣
に
残
る
当
時
の
遺
構
な
ど
か
ら
、エ

ダ
湖
を
ア
ウ
ィ
タ
ク
ム
の
所
在
地
と
推
定
す
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、湖
畔
の
自
然
描
写
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
涼
し
い
木
陰
を
つ
く
る
菩
提
樹
の
大

木
や
、
水
面
を
緑
色
に
染
め
る
草
地
、
小
舟
の
下

『古きフランスのピトレスクで
ロマンティックな旅：オーヴェルニュ編』
における火山地形の描写について

上席学芸員　貴家映子

許
さ
れ
て
お
り
、
福
音
書
の
教
え
の
恩

恵
が
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
に
初
め
て

も
た
ら
さ
れ
た
時
代
を
表
現
し
て
い

る3

。」

　

こ
れ
ら
歴
史
的
遺
物
の
傍
ら
で
、
噴

火
の
熱
を
物
と
も
し
な
い
一
人
の
男
が

瞑
想
す
る
光
景
は
、
当
時
の
読
者
の
多

く
が
共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
崇
高
へ

の
感
受
性
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
同
地
方
の

火
山
の
う
ち
、
最
も
若
い
と
さ
れ
る
シ
ェ
ヌ
・
デ
・

ピ
ュ
イ
の
山
脈
で
す
ら
、
そ
の
活
動
期
間
は
、
約

九
万
五
千
年
前
か
ら
約
七
千
年
前
と
さ
れ
、
中
世

よ
り
は
る
か
以
前
の
出
来
事
で
あ
る4

。
初
期
中
世

の
遺
物
と
火
山
の
噴
火
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
同
一

画
面
に
描
か
れ
る
の
は
明
ら
か
な
時
代
錯
誤
で
あ

る
が
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
の
多
様
な
自
然
風

景
や
歴
史
的
遺
産
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
美
を
象

徴
的
に
示
す
た
め
の
、
想
像
力
豊
か
な
カ
プ
リ
ッ

チ
ョ
と
言
え
よ
う
。

　

火
山
地
形
へ
の
着
目
は
、
純
粋
に
美
学
的
な
関

心
以
外
の
要
因
も
指
摘
で
き
る
。
十
九
世
紀
最
初

の
四
半
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
実
証
的
な
地
質
学

が
発
展
し
、「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
編
」
が
刊
行
さ

れ
た
一
八
二
九

−

一
八
三
三
年
は
、
こ
の
学
問
が

世
に
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
る
。
同
国

の
地
質
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
刊
行
が
開

始
さ
れ
た
翌
年
の
一
八
三
〇
年
で
あ
り
、
一
八
三

二
年
に
は
、
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
命
に
よ

り
そ
の
公
益
性
が
認
め
ら
れ
た5

。
一
八
三
三
年
に

は
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の
一
部
門
と
し
て
鉱
物

学
・
地
質
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
建
設
が
始
ま
っ
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
、
博
物
館
と
い
う
用
途

で
新
た
に
建
造
さ
れ
た
建
築
物
と
な
っ
た6

。
ゴ
シ

ッ
ク
建
築
の
宝
庫
と
し
て
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
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で
た
わ
む
低
木
、揺
れ
る
花
綱
や
柳
に
、睡
蓮
な
ど

が
次
々
と
登
場
す
る
。
当
時
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
書
簡
の
影
響
や
、
純
粋
に
修

辞
学
的
な
虚
飾
を
差
し
引
い
て
も
、
ア
ウ
ィ
タ
ク

ム
、す
な
わ
ち
エ
ダ
湖
の
周
辺
が
、緑
豊
か
で
瑞
々

し
い
土
地
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
強
く
残
る
。

　

一
方
、
イ
ザ
ベ
イ
の
挿
絵
（
図
2
）
を
見
て
み

る
と
、
遠
景
の
山
々
は
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
輪
郭

線
で
描
か
れ
、
中
腹
は
、
堆
積
す
る
地
層
あ
る
い

は
等
高
線
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
水
平
方
向
の
線
描

に
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
木
陰
を
も
た
ら
す
よ

う
な
緑
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
中
景
の
集
落
に
は

葉
の
繁
っ
た
木
々
が
姿
を
見
せ
て
い
る
が
、
前
景

左
側
の
樹
木
に
は
ほ
と
ん
ど
葉
が
残
っ
て
い
な

い
。
幹
や
枝
が
太
い
線
描
で
黒
々
と
描
か
れ
た
そ

の
姿
は
、
た
だ
冬
枯
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、「
焼
け
落
ち
た
世
界
の
死
骸
」「
陰
鬱
な
草
木

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
溶
岩
を
覆
う9

」
と
い
っ
た
本

編
序
文
の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
メ
ラ
ン
コ
リ

ッ
ク
さ
を
帯
び
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ザ
ベ
イ
の
本
挿
絵
は
、
本

文
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
本
書
全
体
を
通
し
て
著
者
が
強
調
し
た
か
っ

た
同
地
方
の
姿
に
寄
り
添
っ
て
描
か
れ
て
い
る
と

言
え
そ
う
だ
。
但
し
、
同
地
方
を
描
い
た
別
の
画

家
、
例
え
ば
、
ド
ゥ
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
の
デ
ッ
サ
ン

（
図
3
）
と
比
較
す
る
と
、
イ
ザ
ベ
イ
の
描
写
に

は
地
質
学
的
な
正
確
さ
が
担
保
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
ず
、
そ
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
美
学
的

な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同

じ
く
火
山
地
形
で
あ
る
パ
ヴ
ァ
ン
湖
（
図
4
）
や

シ
ャ
ン
ボ
ン
湖
の
挿
絵
で
は
、
そ
の
雄
大
さ
が
容

易
に
崇
高
美
に
通
じ
る
一
方
、
イ
ザ
ベ
イ
の
挿
絵

ほ
ど
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

イ
ザ
ベ
イ
の
挿
絵
に
こ
う
し
て
看
取
さ
れ
る
本

文
の
記
述
と
の
相
違
や
、
他
の
画
家
と
は
異
な
る

自
然
描
写
は
、
こ
の
壮
大
な
刊
行
物
全
体
を
ど
の

よ
う
に
逆
照
射
し
、
そ
の
特
徴
を
示
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
。
今
後
も
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
察
を
深

め
て
い
き
た
い
。

1�　

諏
訪
兼
位
『
岩
石
は
ど
う
し
て
で
き
た
か
』
岩
波
科

学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
269
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
九
、

二
十
頁
。
言
及
し
た
地
質
学
者
の
原
語
表
記
と
生
没
年
は

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
。

　

�Jean-Étienne�Guettard

（
一
七
一
五

−

一
七
八
六
）、Ni-

colas�D
esm

arest

（
一
七
二
五

−

一
八
一
五
）、Chris-

la�galerie�de�m
inéralogie-

géologie,

”�L
e M

onde,�06�
décem

bre�2000.

7�　

V
PA

,�vol.1,�p.118�et�p.128.

8�　

V
PA

,�vol.1,�pp.119-124.�

シ

ド
ニ
ウ
ス
の
当
該
書
簡
に
つ
い

て
は
以
下
が
詳
し
い
。J.�V

isser,�

“Sidonius�A
pollinaris,�Ep.�

II.2:�T
he�M

an�and�H
is�

V
illa,

”�Journal for L
ate 

A
ntique R

eligion and 
Culture,�vol.�8,�2014,�pp.26-
45.

9�　
V

PA
,�vol.1,�p.2.

　

人
が
い
る
限
り
、
必
ず
そ
こ
に
は
生
活
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
想
像
が
つ
き
に
く
い
古
代

エ
ジ
プ
ト
で
も
、
や
は
り
色
ん
な
人
が
種
々
の

暮
ら
し
を
営
み
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
は
産
婆
や
王
、
兵

士
、
農
夫
、
踊
り
子
、
果
て
は
墓
泥
棒
に
い
た

る
ま
で
、
様
々
な
職
業
を
取
り
上
げ
、
基
本
的

に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
で
紹
介
し
て
く
れ
ま

す
。
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
と
、
神
秘
の
ヴ

ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
謎
の
文
明
な
ど
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
一
読
し
て
頂
け
れ
ば
、
彼
ら

も
ま
た
我
々
と
変
わ
ら
な
い
、
楽
し
み
も
悩
み

も
持
つ
人
々
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
あ
と
三
千
年
く
ら
い
経
っ
て
、
誰
か
が
こ

う
い
う
本
を
書
く
時
、
我
々
は
ど
ん
な
風
に
紹

介
さ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
え
？
お
勧
め
し
ま

す
。

（
上
席
学
芸
員　

新
田
建
史
）

本の窓

ド
ナ
ル
ド
・
Ｐ
・
ラ
イ
ア
ン
著

大
城
道
則
日
本
語
版
監
修

市
川
恵
里
訳

『
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
24
時
間

よ
み
が
え
る
３
５
０
０
年
前
の

暮
ら
し
』

河
出
書
房
新
社　

二
〇
二
〇
年

図2　ウジェーヌ・イザベイ《エダ湖》 1830年　当館蔵
（「オーヴェルニュ編」第1巻　第114葉）

図4　アドリアン・ドーザ《パヴァン湖》1830年頃
（「オーヴェルニュ編」第1巻　第113葉）
Source gallica.bnf.fr / BnF

図3　ジャン＝エティエンヌ・ドゥレクリューズ《『オーヴェルニュの
旅』より「パヴァン湖の内部」》1821-55年　ロジェ・キリオ美術館（ク
レルモン＝フェラン）
Étienne-Jean Delécluze, Voyage en Auvergne [album de 72 
dessins réalisés entre 1821 et 1855], Ville de Clermont-
Ferrand, musée d'art Roger-Quilliot, inv. 2010.9.1.

tian�Leopold�von�Buch

（
一
七
七
四

−

一
八
五
三
）、

George�Julius�Poulett�Scrope

（
一
七
九
七

−

一
八
七

六
）、Charles�Lyell

（
一
七
九
七

−

一
八
七
五
）。

2�　

イ
ザ
ベ
イ
と
「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
編
」
に
つ
い
て
は

以
下
の
拙
稿
も
参
照
。
貴
家
映
子
「『
古
き
フ
ラ
ン
ス
の

ピ
ト
レ
ス
ク
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
旅
：
オ
ー
ヴ
ェ
ル

ニ
ュ
編
』
に
お
け
る
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
イ
ザ
ベ
イ
の
挿
絵

の
成
立
背
景
に
つ
い
て
」『
ア
マ
リ
リ
ス
』
一
四
八
号
、

二
〇
二
三
年
、
六

−

七
頁
。

3�　

Charles�N
odier,�Justin�T

aylor,�A
lphonse�de�

Cailleux,�

“Explication�de�froticepiece,

”�Voyages 
pittoresques et rom

antiques dans lʼancienne 
France,�V

ol.1,�A
uvergne,�Gide�et�Fils,�Paris,�1829,�

n.p.�

な
お
、
こ
の
風
景
を
枠
ど
る
よ
う
に
壁
画
や
彫
像
を

模
し
て
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
地
方
を
代
表
す
る
聖
人

や
偉
人
た
ち
で
あ
る
。
以
下
、
同
地
方
編
に
つ
い
て
は

V
PA

と
省
略
し
て
示
す
。

4�　

La�sitew
eb�dʼun�centre�de�culture�scientifique,�

V
ulcania

（https://w
w

w
.vulcania.com

/science/
auvergne/volcans-dauvergne/la-chaine-des-
puys/

二
〇
二
五
年
二
月
十
五
日
最
終
閲
覧
）
著
者
が
具

体
的
に
列
挙
し
た
山
々
が
、
数
百
万
年
前
か
ら
数
万
年
前

と
い
う
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
断
続
的
に
活
動
を
繰
り
返
し

た
こ
と
も
、
現
在
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

5�　

La�sitew
eb�de�la�La�Société�Géologique�de�

France

（https://w
w

w
.geosoc.fr/propos-htm

l/
historique/les-origines-de-la-sgf.htm

l/

二
〇
二
五
年

二
月
十
五
日
最
終
閲
覧
）

6�　

La�sitew
eb�du�Jardin�des�plantes�de�Paris

（https://w
w

w
.jardindesplantesdeparis.fr/fr/

l-histoire-de-la-galerie-de-m
ineralogie/

二
〇
二
五

年
二
月
十
五
日
最
終
閲
覧
）、
“Les�trésors�oubliés�de�
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皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
昨
年
度
か
ら
静
岡
県
立

美
術
館
の
教
育
普
及
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
山
本

と
申
し
ま
す
。
早
い
も
の
で
私
が
こ
ち
ら
の
美
術

館
に
着
任
し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
ず
っ
と
中
学
校
で
美
術
教
員
を
し
て
き
た

た
め
、
着
任
当
初
は
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
の
皆
様
の
支
え
も
あ

り
、
少
し
で
す
が
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
所
感
に
は
な
り
ま
す
が
、
一
年
間
教
育

普
及
に
携
わ
っ
て
き
た
中
で
、
個
人
的
に
感
じ
た

こ
と
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
か
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
静
岡
県
立
美
術
館
は
他
の

美
術
館
と
比
較
し
て
も
教
育
普
及
と
い
う
分
野
に

お
い
て
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
美
術
館
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
ト
ン
近
く
用
意
さ
れ
た

粘
土
を
使
う
「
ね
ん
ど
開
放
日
」、
た
く
さ
ん
の

絵
の
具
を
使
っ
て
自
由
に
描
く
「
え
の
ぐ
開
放

日
」、
展
覧
会
と
関
連
さ
せ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

昨
年
度
を
振
り
返
っ
て

工
事
休
館
を
経
て

学
芸
課
主
任　

山
本
勇
実

「
実
技
講
座
」「
わ
く
わ
く
ア
ト
リ
エ
」
な
ど
、
来

館
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
多
く
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
来

館
者
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
対
象
に
し
た
「
美
術

館
教
室
」
も
存
在
し
、
幅
広
い
層
に
向
け
教
育
活

動
を
実
践
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
図
工
・
美
術
の
目
標
の
中
に「
美
術

を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
る
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
当
館
の
教
育
普
及
事
業
は
ま
さ
に
こ

の
「
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
」
を
育
む
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

芸
術
と
い
う
分
野
は
、
日
本
に
お
い
て
「
敷
居

が
高
い
も
の
」「
創
作
が
得
意
な
一
部
の
人
だ
け

が
楽
し
め
る
も
の
」
と
い
う
認
識
が
ぬ
ぐ
い
切
れ

な
い
と
個
人
的
に
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
認
識
を
変
え
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
よ

う
な
普
及
事
業
に
美
術
館
が
力
を
入
れ
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
今
年
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
昨
今
の
物

価
高
騰
に
伴
う
予
算
削
減
の
影
響
が
教
育
普
及
事

業
に
も
影
響
し
て
お
り
、
活
動
に
も
い
ろ
い
ろ
な

制
限
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
勢
の
中
で
、
私
た
ち
実
技
室
ス
タ
ッ

フ
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
よ
り
教
育
普
及
を

進
め
て
い
く
た
め
の
挑
戦
の
一
年
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「次世代へつなぐ！静岡県立美術館
アートとみどりの散歩道 再生プロジェクト」

修復作業経過報告
　ご寄附を活用した作品の修復作業と植栽の整備が始まりま
した。昨年12月に、専門の修復業者によるトニー・スミス《ア
マリリス》の修復作業が行われ、作品本来のシャープな黒が
見事によみがえりました。今年2月上旬には、清水九兵衛《地
簪》と大西清澄《濤の塔》周辺の植栽が撤去されました。茂
った植栽が、長らく作品の足元を覆っていましたが、これに
より鑑賞環境が大幅に改善しました。作業の経過を追った動
画をYouTubeに公開していますので、ぜひご覧ください。
本原稿執筆中の2月中旬からは、清水九兵衛《地簪》の修復と、
ベンチや芝生の整備が順次行われ、3月末に完了する予定で
す。次号、『アマリリス』158号（令和7年7月発行）では、
本プロジェクトの最終的な成果をご報告いたし
ます。
　あらためまして、ご支援、ご協力いただきま
した皆様に、館員一同、心より御礼申し上げます。

収蔵品展
新収蔵品展
4月9日（水）～6月15日（日）

本館竣工40周年記念　たてもの探訪
7月1日（火）～8月17日（日）

絵から読む物語
8月19日（火）～9月28日（日）

2000年代の絵画～静岡ゆかりの作家による
2026年1月20日（火）～4月19日（日）

ねんど開放日に実技室スタッフが制作した象

こちらのQRコード
よりYouTube動画
をご覧いただけます。
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